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筑豊炭田における放射能強度予察

古川　俊太郎曇

　　　　　　　　要　　旨

　筑豊炭田南東部の広範囲に分布する花闇岩類中に放射

能鉱物の産することは知られていた。この花商岩類を基

盤とする含炭古第三紀層および第四紀層等の堆積岩中に

放射能強度の異常が認めちれうかどうかをD　C－P3型

を使用して踏査した。

　その結果放射能強度の概略の傾向としては，直方層群

・大辻層群よりも芦屋層群の岩質が僅かに高い数値を示

す程度で，各地層および岩質別には著しい変化は認めら

れなかつた。

1．緒　 言
“
筑
豊
炭 田の堆積層の放射能異常の有無を概査すること．

を目的とし，昭和33年11月1目から8日間その予察調

査を行なつた。‘

　本調査にあたつて多大の御援助を賜つた目炭高松炭鉱

原技師・九州採炭新手炭鉱加藤測量主任ならびに貝島炭

鉱大浦鉱業所広瀬技師に対して深く謝意を表する。

2．位　　置

　調査区域は筑豊炭田の若松市西方正之浦・中間町・新’

橋・直方市・頓野および笠松村飯倉である。

　交通は宿舎中間町を中心に国鉄，筑豊電鉄およびバス

・の運合が頻繁で各地域に至るには便利である。
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3．　地　　形、

本地域は遠賀川・江川・堀川の河岸に位し，標高100

m以下の低い丘陵地である。

4．地　　質

　当地域の地質は，花闘岩および中生層を基盤岩とし，

古第三紀層が不整合関係をもつて被覆しているが，一部

北北東部の畠田および山田においては基盤岩と断層をも

つて界する。なおこれらを一部洪積層が覆う。

　4．1基盤岩類
　花崩岩は笠松村芹田および八幡市上津役本屋谷付近に

発達し，粗粒の角閃石を含む花崩岩である。

　中生層は直方市上新入および若松市畠田付近に発達す

る。

　4。2古第三紀層

　本地域の古第三紀層は下位から直方・大辻・芦屋層群

からなつている1

　1）直方層群
　本層群は筑豊炭田最下位の來炭層で，下位から大焼累

層・三尺五尺累層・竹谷累層・上石累層に4分きれる。

　大焼累層は芹田においては花崩岩，山部においては中

生層を不整合に被覆する。岩相は最下位の基底部は粗大

粒自色アルコーズ砂岩・礫岩が基底をなし，上部は漸次

細礫または中礫程度の円礫を含む礫質砂岩となり，上位
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第1図　筑豊炭田地質および放射能測定位置図
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第3図　筑豊炭田地質および放射能測定位置図

　は砂岩と頁岩の互層となる。　　　　　　　　　　　　　　　に下部に礫岩が発達する。

　　なお本層中には炭層大焼層および薄層炭を挾有するほ　　　遠賀累層の調査地は中間町九州採炭新手炭鉱付近であ

　か，最上部に紫色頁岩の鍵層を挾在する。第5図は宮田　　るb本累層は筑豊炭田上部の主要爽炭層にして，上部・

　町芹田における大焼累層基底部と基盤の関係のスケッチ　　中部・下部に分層される。　、

　である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下部層：砂岩を主とし，上位は頁岩・砂岩の互層で下

　　三尺五尺累層の調査地は飯倉・即部付近である。岩相　　位に高江・草丈，上位に床盤・四ヘダ・五尺前・三今ダ

　は下部に凝灰質砂岩・頁岩および含礫粗粒砂岩層のレン　　四尺・三ヘダ前および上蔓炭の稼行炭層があるほか，数

・　　ズを挾む互層で，中部は主として頁岩からなり主要炭層　　枚の薄層および炭質頁岩を挾有する。

　を挾有し，上部は砂岩・礫質砂岩・頁岩の互層からなる。　　中部層：白色中粒砂岩を主とし，上位は砂岩・頁岩の

　　竹谷累層の調査地は飯倉・山部および新橋（三菱入炭　　互層に移化する地層で名前・大底・大根土の主要稼行炭

　鉱）付近で，炭層の下部は礫質岩・砂岩からなり，上部P．層を挾有する。

　．は砂質頁岩と頁岩の互層を主とする。炭層は下部に発達　　　上部層：白色砂岩を主とし，ときに頁岩を挾む地層で，

　せず，上部に針金層および薄層を数枚挾む程度である。　　上位に臭石・鉄石・本石炭の主要稼行炭層を挾有し，下

　　上石累層の調査は山部・新橋付近である。炭層は⊥般　　位に赤石・二枚・三枚炭の薄層を挾有する。

　に凝灰質で砂岩および頁岩の互層からなり，上部に薄層　　　3）　芦屋層群

　炭を挾有する・砂岩はときに礫を密集するこ≧もある・．‘　本層群の調奪地域は筑豊炭田北東部大君部落一正之浦

　なお本累層中には紫赤色頁岩を挾有し，よい標準層で疹　　一二島に至る間および中間町東部三ケ森付近で，岩石は

　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒緑・緑・淡緑などの緑色を帯びた地層で，砂岩を主と
　　2）　大辻層群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し砂質泥岩・頁岩がこれに次ぎ，礫岩は比較的少ない。

　　本層群は出山累層・遠賀累層に2分される。出山累層　　下部・中部に海緑石を含む岩層が発達する。本層群中に

　の調査地は直方市東方頓野（山方）および大隈炭鉱又田　　は薄い炭質頁岩を挾有するほか，稼行炭層は認められな

　付近である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。

　　本累層の下部・上部は主として砂岩・礫質岩からなり，　　前記は大辻層群とは整合関係1）にあり，岩質により下

　中部は砂岩と頁岩の互層で山浦炭層および数枚の炭質頁　　位から折尾砂岩層・則松層・陣原下部層・陣原中部層・

　岩層を挾在するほかは炭質物に乏しVl地層で南る。とく　　脇田層に細分きれる。　（註：分層については文献3）に
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筑豊炭田における放射能強度予察　（古川俊太郎）

也　質 累層 也層名 層厚 主要炭層名
使　用測　定　器

寺代名 群名 lm》
柱状 DC－P3　単位（c　m）

脇

（
脇 田

≡曇ミ 49　一

紹・4ノ

層
一
、
暮
三

’
＿
＝
…
章

4診ω甜　’

二芯三
36・40・414851
5∂・碑田

／50 4355
一十　『十　　十

」〔壁

邸
望
4
ξ
詔

陣 一コー二i一差一 50

層

．原上一

二一モーこ一≡三

恐iトこi
i；三i一

55
46

50

） 部 一一
57
6～

層 一ぞこ5二’

　　一　　　　・

44
34

髪郵卓7． 郵
芦 〃0一葱0 55

上石3尺 ÷＝預配
・塑、5ひ騨

426〃
陣 ’ムを立一 89

56

（
坂
原

上石3尺 薫巽∫ 59

水

中
部
扇

一＝「一』 甜
8
0

’Eヨ

／80－200

5圭∫＝
三』』｛一

7Jw二舜 64

屋
累
陣

㌧∵rご 55

5！60

層

原
下
、 52

） 部
層

『藷±

紹・50　

石o－z80 42・57

下石2尺層．霊霊酉＝ 47邸
則

－　二τ

37

磁

‘器 51

響松 ・≒モ占＝÷

層 〆』、

一『き墨

華重i
5／

山 腎 ・干三∈三 醒6∫
弘モ三」＝ 召

ノ召ワー緬0 ぷユモr｝…
65・4636

折

47

鹿

尾

一＝二一

5060

卸語

37

群
累

唖‘乗一

芒三一…三
42

一葺一一斎綿
47

・ぞz嘗響 38
39

砂
・十二÷三． 46

37
』三寮二i
■　一　　■　一

40

層
、
－

一
石

一毛｝㌔

一』』引＿

43

42

42

層
一を二一＝一

i一＝一；r二

39

’
3
夢 4562

｝二∈∋ひ壬 70

葺募旨 鳶4753
』『蒲一 詔444548・5532・45

3翫〃轍o 3845・70

（右1二つづく）

k　

300m

200

160

0

具　石 ＿匠……

云葉マ
3卿25　石炭鋸3
364／4553霞一．．5∫

上 鉄　石／ 産鼠匙員 42紹

本　　石 ‘‘‘毒 妥影蕩紹
4ノ

必・5〆

遠
部
赤　　石

2　板

、託一
一’一
5＿一　　一－r

P　卿源’辱P認醐卿

47
．．．壽薯騒50頁岩38御547

θ5
聖3　枚

＝二嘉 35・365750
一＝一＿一〃　38・4ノ・47
一7胃fT 30

大　根　土
訟間』

40
∬37

カロ

貝 中 大　　　底
一一2ア303735
～塒塑．拓卸

一一一大
一二一＿一

嘔「28
2ε

部 一『二
駕42

“
，　25詔3／4ρ累 名　　目1」

…二r畳≒ 47

205
上ツル テ田田

召

3へ夕別
47

紹
3ヘタ3尺 43

層 下 5尺前 。　。3050

4ヘダ ≡i≡
一一景5・38・41

溺
密 もき自≡＿

3ノ

部 ＿ミ学＿ 31
3533

マテガラー一一 ≡‘‘≡

草　　上＿、一
35
一・詔

辻 370－380 75 高　　江9一、 一：」二一二一 諮35・43

42・38・36
33

』｝二一こ一 3∫・3755
40

二一二一章二 37

；……≡

』＝』＿

2843

一二一二一二一

」』＝一

出 詔

こ董二i 4
＝曇5 詔iiデこ一＝一

紹

一E一
41

章3ンラ
層 ii｛

一＝山 ＿iii
4
4
ノ

十雲髭 47・38
＝∫‘‘

47
34・詔

」轟憂翼 4／47
ユ｛一三 393ア42

山　浦　層 二∴、
一
4
π霊＿一＿

50一一28・3842
4235
60・6！

累

．・‘　44

『
一
r
一
一

、37

群

層

一一一

μ

．35　　’　　　　　　　、

■｛一

29

47’

．9　42

ぎ｝｝
3ア

47紹
37

505 P一ヤ騨P 詔・

香春8尺 ．二＝一 30

F彊諏〒 湘
“」7＝マ盈

・迎≡を 28

二i一章コ
26

上 Olp　o　91。 34　　　　　　、
〔
“ ir葦 35

i…＝コ∈二
男

直 、．’　37

石
婦犠 25謬
11モ癌＿
。」奪二邑

轡38・

累 ’釜必
ゑ8

一鵯：＝7263ク
幌墨『 47

一　　　　「

カ

層 ∴ゐ＝無議慧緊
躍響琶一

4！

33鯉34
41・393〃35

，　詔・灘51

i！ii
4ム4ノ

“』弓，；筒 誓935

240
二＿士＿＿＿，

讐箋葵
30
研・5〃55

竹
土金層 ひ皿F年

圭書毫
…：モ三．

』釜2夢336
38・忽・2！・22

37　38

谷 ㌃三叢
32

諮

層 累、

ii…i頷一”
404
　詔

層
82 上7ヘダ

D．σ。』多罫

一　（

3肥〆2
－323

3尺5尺 ヤマハリ 置＝曇 一魎6灘響

累層．
45仕ノ

本層（ナ読5尺）

盤　下
　＿≡毒F≡、＿、郵評
製逆署望
一　一　一■拓

30　12θ
jJ一卿

大 大焼層
55
一・4236

群

焼

ii≡
＝＝縣36
＿濫｝

4528

一三三 31

累 41・43・32

層
窪馨ほ
？　㎝　　　1一　一　一 2463
32瀞鋤3ノ
編．詔騨

　o／1：灘∵
　十

85・39・紹・44

← 75

基 般
二

山
石

30・332θ
搭

第4図　筑豊炭田地望質模式柱状図ならぴに放射能測定値
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第5図　宮田町芹田における大焼累層基底部と基盤の放射能強度変化図

よる。）

折尾砂岩層は主として中粒・細粒砂岩からなり，とき

に頁岩・礫岩を挾む互層である。砂岩中には海緑石を含

むことがある。

則松層は主として厚層な頁岩層で，上部ほ砂岩と頁岩

の互層に変り，最上位に炭質頁岩の薄層を挾む。砂岩中

には緑色岩粒を含む。

　陣原下部層は基底部に凝灰質粗粒礫岩を有し，主とし

て細粒ないし中粒砂岩層からなる。陣原中部層は上部・「

下部に頁岩発達し中部は細粒ないし中粒砂岩からなり，

最上部に炭質頁岩の薄層を挾有する。

陣原上部層は主として細粒砂岩と頁岩の互層からなり，

最上位に白色中粒ないし粗粒砂岩があり，この砂岩中に

は1ないし2枚の薄い凝灰岩（ゴマ）を挾む。

　脇田層は芦屋層群の最上部を占める地層で，頁岩を主

とする砂岩の互層からなり，最下位に凝灰質粗粒砂岩の

薄層を挾在する。

　4）洪積層

　本層は上津役村上津役付近に発達し，岩相は安山岩・

砂岩の礫を主とし，．凝灰岩・粘土を混成する不規則な互

層である。

5．放射能彊度

　とくに当地域内の堆積岩層中に含まれている放射性物

質の分布状態を知るために，各岩層の露頭において放射

能強度を測定した。

器械は携帯用ガイガー計数器（DC－P3型）　を使用

した。、

測定方法は露頭面をできるだけ平らにし，、露頭面と測

定窓との距離をつねに約9cmに保ち，3分間測定し，

1分間の平均値を求めた。

　自然計数の測定は調査期間中， 東中間町における定地

点（宿舎）において，計数値を3分間測定し・1分間の

平均値を求めた。この平均自然計数は35cpm（10回測、

定）である。

　52　放射能強度・

　測定地点における放射能強度を地層・岩質別にまとめ

ると概略の傾向としては基盤岩である花闇岩が‘般に堆

積岩よりも高い数値を示す。

　堆積岩においては直方・大辻層群よりも芦屋層群の岩

相が一般に強度の高い数値を示す。これらの層群中の岩

相によつては一部自然計歎の2倍弱の強度を示すごとも

あるが，これらは基盤岩に由来する花樹質砂岩・礫岩か

ら構成きれているためであろう。

6．結P　論

堆積岩において地層および岩質別に放射能強度め変化

は認められない。したがつて強度によつて地層を分類す

ることは不可能と思われる。

　当調査範囲内では核原料資源の対象となるような放射

能異常はない。

　　　　　　　　　　（昭和33年・11月調査）
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